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研究ノート No.2

閲林省林業試験場秋田支場

スギ苗の針葉赤変病の発生に及ぼす施肥の影響
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夏の末から秋にかけてスギ苗の針業や小枝が鮮やかなう示色を呈する針葉赤変 

病は以前から注目 されておつたらしいが, 被害苗は 普通の場合枯死する までに 

は至 らないためか, 本格的に研究が行われなかつた。

最初に,この病名を命名したのは伊藤 (1950) である。同氏はある土壌成分 

の欠乏による病害である として取扱つてきたが,最近宮崎 (1953, 1954>は水 

耕, 砂耕試験の結果か ら グネシ ウ ムの 欠乏症であ ること を報告してい る。

この病害は有機質の 欠乏 してい る,強限件の土壌に発生しやすく,硫酸> 

モ=,過ﾡ酸石次,塩カリなどの酸性肥料のつ過用,連用によつて発病がﾡ 

長されると称されているが, ま だ語場に お け る 実験的報告がない。

著者らは1953年 (W神28年) 釜渊分場包畑において,施肥と灰色微病の発生 

との関係についての試験用として兼成中の苗に対するこの病害の発生がはなは 

だしく ・明らかに各区間に異があるよ うに認めたので調査した結果を報告す 

る o

試料および試験方法

試験地は山形県最上郡及位村にある林業試験場釜渊分場附屬苗畑で, 強酸性 

の燐酸および一、•グネシウム欠乏の起りやすい火山灰土壊からなつている。この 

歯畑の 2 年川肥と石灰を施さない商所に設定した。

試験の設計は 5 区制乱塊法により,1953年(昭和28年) 5月9日基肥として第 

I 表に示すとおり施用した。l日mあたり 64本すつ前年秋田県仙北郡中川村 

高屋苗畑において養成し,スギ苗の灰色微病の試験に供したスギの 1年生苗を 

床神した。
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追肥として6月26日B,C,D, F,I区に対してm:あたり硫酸:モ= 

20g を 51 の水にとかして施した。1 区に対してはﾡ交20gを水に溶解し, 

15g を土壌と混和し施肥した。7 月 14 日前回と同じ区に硫安 35g を追肥し 

た。8 月 12 日 I 区に対して根切り を行つた。

第1表 施 肥 量

区 名
三 要 本 施 用 量

堆 J
硫f: ゲ 過 石 塩 化 カ リ

A.無室 薬区
g g g Fg

0 120 30 0

B.無ﾡ酸区 155 0 30 0

C. 無 加 処 区 :55 120 0 0

D. 三 耍素区 155 120 30 0

E・窒素過多区 220 120 30 0

F. 窒素 単 用 区 155 0 0 0

G. 推地単用区 0 0 0 8

H. 無肥 料区 0 0 0 0
- 三憂素
・根 切 区 155 120 30 0

試験結果

9月22 日の首木を堀りとる際に調査したﾡ果をあけると第2表のとおりで 

ある。

第 2 表 ス ギ苗の針葉赤変病の発生 と 施肥 との関係

区 名 ﾡ街率
被 程 座 内

被 掛 度
+++ +卜 + 計 —

A. 無室素区
% 

40.7 1 2 125
本 

128
本

186 4.6

R. 無燐 酸区 43.7 18 31 78 127 163 14.8
C. 無加里区 70.1 19 41 154 214 91 18.0

D. 三要素区 56.1 11 32 113 156 122 9.0

F. 築薬ﾡ多区 74.3 22 56 142 2o 76 17.4

-2-

用区 38.9 0 8 104 112 191 4.8
G. 推肥報用区 13.0 0 0 41 41 274 1.1
H 無 肥 料区 23.1 0 1 72 73 243 2.8
- 三 要 共
*根 切区 56.4 21 92 113 166 128 16.4

注

... 101+ 5b+ 1c + 0i1* ビ---------- N ---------
a ...... (+++) 全株の 80 %以上の針葉が赤変

b …… (+ +) 505以上の針葉が赤変 

c …… ( + ) 506未満の針葉が赤2 
(1 ...... ( 一 ) 無情, N=a+b+c+d (本数)

この 結果において,被害率 についてはもつと も 大 きいのは,無加里区, 磁安 

過多区 (聚素過多区)であり,小さいのは堆肥区,無肥料区などである。被害 

座については, 無カリ区, 築素過多区, 三要素根切区,無燐酸区において大き 

く, 堆肥区,無肥料区,無薬区, 窒素単用区において,小さい傾向がある：,

考察および結論

無肥料区に発病がきわめて少ないこ とは,施用された化学肥料が発病を助長 

する ことを示してお り , と くに随交つ追肥の過量は発病を助長している ようで 

ある。これはマグネシウム欠乏のムギにアンモ=性肥料を追肥すると欠乏が 

助長されるといっ河 (1953) の虚吿と一致する。無カリ 区に発病が多いこと 

はカリの過用がマ グネ シ ウ ムの欠乏を助長すると報する酒2 (1953),小林 

(i953), 木谷ら(1953)背木(195i)ﾡ者ら(未発炎)の報告とやや異るが, この試 

験では カリ の施用が過剰とは考え られない。しが もこ の土釀は硫安の害が出や 

すいため, その追!による発病つ助長が強く現われたもののようであり, カリ 

はその害を緩和している よ うである。

堆肥区に きわめて発病が少ないこ とは木谷ら(I953)つムギについての報告, 

者ら (未発炎) のカラツ首の責化病につての試験結県と一致する。堆肥の 

施用はグネシウ ムの給源となる と と もに土壌反応の矯正が間接に効力を も た 

らすもののよ うである。

石灰の施用は一、•グネシ ウ ム 欠乏の防除に有効であ る と いう報告が多いので, 

之を施さなかつたのもこの病害の多発した原因であろう。

以上の結果からみて,この病害の防除上,施肥にあたつて留意すべきことは,
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硫安, 過石,塩化カリ などの酸性の化学肥料の過用,連用を さけて, 肥と石 

灰の施用の励行と,さ らにﾡ成ﾡ肥などのグネシウ ・合量の多い肥料を施す 

こ とが必要である。
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附 記

ギガントセコイ ア首にもスギ苗の針葉赤変病と酷似する病隊を呈する ものが 

発生する。
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